
■地域になくてはならない存在
　2011年3月11日、東日本大震災の影響により柏
屋が被災。会社を残していかなければならない
中、青い窓は続けていていくべきだろうか。福島
県内の学校の休校、避難による子どもたちの減少
で、子どもたちの詩も集まらないのではないか、
そもそもこんな時に詩など読まないのでは…青
い窓の存続が危ぶまれる出来事となりました。
　しかし震災後すぐの３、４月号の郵送を前に、
福島の学校の先生から「詩集を送ってほしい」と
の声があり、「必要としてくれている人々がいる。
規模は小さくなるかもしれないがとにかく続けて
いこう」と柏屋も青い窓も一丸となって復興へと
歩んでこられました。
　
　そして、震災から１年後の２０１２年。児童詩
集「こどもの夢の青い窓」の作品を英語に翻訳し、
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　昭和３３年（１９５８年）、近代化に伴い子どもたちの思い

出の場所、自然な姿が失われていく郡山の地で、子どもたちが

夢を描いたり豊かな子ども時代を過ごせるようにと誕生した

「青い窓」。同年５月、老舗和菓子店「柏屋」の一角に青い窓初

代館長の佐藤浩さんをはじめ幼なじみ３人によって子どもの

世界へ広める「Voice from fukushima」という活
動がSky Light Projectの皆さんによって始めら
れました。　
　柏屋の社長がある人の結婚式で青い窓の子ど
もの詩を紹介しながらお祝いのスピーチをしたと
ころ、出席されていたアメリカ人をご主人に持つ
女性がとても感銘を受けたことがきっかけとな
り、プロジェクトが立ち上がりました。福島の元気
な子どもたちの夢や希望、ご支援を頂いたすべて
の方へ「ありがとう」の気持ちを伝えたい想い、翻
訳をすることで日本の習慣や文化を知ってもら
い、子どもたちの詩を通じてお互いの国を理解す
るための架け橋となるようにと願いが込められて
います。
　作品に添えられたイラストや詩の英訳は、すべ
てボランティアの方によってつくられ児童詩集に
も定期的に掲載されています。
　震災を乗り越え、ふくしまから子どもたちの声
を世界へ伝えよう、をコンセプトに世界へと繋
がっていきました。
　震災当時心配された事務局の運営も、今では
震災前と変わらず活動されているだけでなく、世
界にも羽ばたき子どもたちとともに成長・進化さ
れている青い窓。

詩を飾るウィンドーディスプレイ

が展示されました。

　それから５８年、今もなお子ど

もたちの素直な心が描かれた多く

の詩が寄せられ、地域へ全国へと

届けている青い窓ですが、後編で

は東日本大震災での被災、それを

経て新たな活動が生まれたエピ

ソードをご紹介します。
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　それは、柏屋のポケットが社会みんなのもので
あるように、働く社員皆が相手の立場になり、相
手の喜びを自分の喜びとして考え、地域に、大人
や子どたちの心に親身に寄り添っているから。

　福島に住む人たちにとって身近で当たり前の
ような存在であり、地域にはなくてはならない大
切な会社なのです。　

　「お客様や子どもたちと想いや心を分かち合
い、その気持ちに寄り添うことで、和んだりほっと
していただけることにつながっている。青い窓を
通じて、一人でも多くの子どもに詩をかく楽しさ
を知ってほしい。そしてこれからも子どもたちの
つぶやきに耳を傾け大切にしていきたい。」と陽
子さん。
　発起人の仲間たち４人の願いを受け継ぎ、青
い窓はこれからも子どもたちの夢を描く場所であ
り続けていきます。
　
　子どもの心に寄り添い、何気ない子どものつぶ
やきや会話に耳を傾けてみたり、子どもの本質を
見つめ詩を読んでみてはいかがでしょうか。
心がほっとする詩、クスッと笑ってしまうようなか
わいらしい詩。夢と希望が詰まった青い窓では、
素直な気持ち、豊かな心に出会い感じられること
でしょう。
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企業、自治体等の採用と教育を手がける。福島の企業
を中心に、いい会社を目的に「仁財育成」のサポー
ターとして定評がある。
笑いが溢れ楽しく役立つ講演は経営者から学生まで幅
広く人気で全国を駆け回る。

＜青い窓の会事務局＞
〒963-8024　福島県郡山市朝日 1-13-5　開成柏屋内
TEL：024-925-6451　FAX：024-933-1837　
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●放送局　　ラジオ福島

●お話   　　 青い窓の会　 橋本陽子さん

　　　　　     ラジオ福島　 菅原美智子アナウンサー

●放送時間　 月曜日～金曜日

 　　　　  　  午前10時15分～10時20分

　※青い窓に寄せられたこどもの作品の朗読、

　　解説をお届けしています。

「ぼくらのことのは」

6人のママタレントが無償で参加した

朗読付詩集アプリ。

「ふくしまの子ども達に夢を、未来を」。

（iPhone/iPad/Android搭載）　　　　　　　　

「日本でいちばん大切にしたい会社」
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豊かな心に
しょう。
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